
広報奥出雲 2広報奥出雲3

　「昨年は町民の皆様の御理解のもと50年ぶりの合併が成就し、

合併特例法期限直前の3月31日に新生奥出雲町が発足いたしま

した。

　就任いたしました時点は、平成17年度新規事業の市町村配分は

既に終わっておりましたが、特に国県の特別な配慮を頂き懸案の

ケーブルテレビをはじめ多くの新規事業にも着手し、一体的なま

ちづくりを目指し新町の諸施策も着実に推進することができ、議

員の皆様をはじめ町民の皆様のご理解、ご協力に対し厚くお礼申

し上げます。

　私はこれまでの行政経験と国県との人脈を最大限に生かし、補助金や有利な地方債等積極的に導入し生活基盤や

生産基盤整備はもとより、本町の基幹産業である農業を中心に所得の向上と雇用の確保に更に全力を傾注して参る

所存であります」

　3月3日から17日までの会期で行われた奥出雲町平成18年第1回定例会の開会に先立ち、岩田町長は平成18年度の

施政方針演説を行い、町政運営の基本的な考え方と主要施策について説明を行いました。

　その内容を要約、抜粋してお知らせします。
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①
産
業
の
振
興

①
産
業
の
振
興

農
業
振
興

　
昨
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
本
町

の
水
稲
作
況
指
数
は
一
〇
二
と
な

り
ま
し
た
が
、
平
成
十
六
年
に
「
新

た
な
米
政
策
」
が
始
ま
っ
て
以
来
、

初
と
な
る
過
剰
米
二
　
分
に
つ
い

て
は
、
と
も
補
償
制
度
で
対
応
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
産
米
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
十
二
月
に
島
根
県
よ

り
配
分
が
あ
り
、
千
三
百
三
十
一

　
で
、
昨
年
の
作
付
面
積
と
比
べ
、

約
百
十
五
　
不
足
し
ま
す
が
、
市

町
村
間
調
整
に
よ
り
昨
年
並
み
の

作
付
面
積
は
確
保
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
い
て
仁
多
米
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
「
売
れ
る
米
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
堆
肥
施
用
に

よ
る
安
全
・
安
心
の
米
作
り
を
推

進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
仁
多
郡

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ

り
差
別
化
と
有
利
販
売
に
つ
と
め

て
お
り
、
通
信
販
売
、
首
都
圏
で

の
有
名
百
貨
店
、
高
級
ス
ー
パ
ー

の
店
頭
や
カ
タ
ロ
グ
・
雑
誌
等
で

仁
多
米
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、
既
に
魚
沼
産
を
超
え
る

ま
で
に
な
り
運
営
も
順
調
に
推
移

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
三
月
、
新
た
な
食
糧
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
平
成
十
九
年
に
は
新
た
な

経
営
安
定
対
策
が
導
入
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
全
農
家
を
対
象
と
し
た
施

策
か
ら
担
い
手
に
絞
っ
た
価
格
補

償
制
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
担
い

手
の
育
成
・
確
保
が
急
務
で
あ
り
、

そ
の
中
心
と
な
る
認
定
農
業
者
や

集
落
型
経
営
体
、
農
業
生
産
法
人

等
の
着
実
な
育
成
確
保
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
意
欲
を
持
っ
た
集
落
営

農
組
織
を
「
地
域
を
支
え
る
担
い

手
」
と
し
て
、
特
定
農
業
団
体
へ

の
移
行
や
法
人
化
へ
の
推
進
等
、

組
織
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
調
整
推
進
の
た
め

国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
大
豆
、
そ

ば
等
の
生
産
奨
励
と
担
い
手
の
組

織
化
を
支
援
す
る
「
水
田
農
業
構

造
改
革
交
付
金
」
い
わ
ゆ
る
産
地

づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て
は
最
終

年
度
で
あ
り
、
担
い
手
支
援
策
と

し
て
重
点
的
に
活
用
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

畜
産
振
興

　
国
内
で
の
子
牛
価
格
は
高
値
で

推
移
し
て
お
り
、
農
家
の
経
営
意

欲
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

優
良
牛
の
生
産
対
策
と
し
て
、
受

精
卵
移
植
事
業
等
を
活
用
し
、
産

肉
性
の
優
れ
た
和
牛
生
産
に
努
め

る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
十
月
に
は
鳥
取
県

米
子
市
で｢

全
国
和
牛
能
力
共
進

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
第

五
区
「
繁
殖
雌
牛
群
区
」
を
は
じ

め
出
品
各
区
の
県
代
表
の
座
を
獲

得
す
べ
く
取
り
組
む
考
え
で
あ
り

ま
す
。

特
産
振
興

　
仁
多
・
横
田
両
地
域
の
野
菜
生

産
組
合
が
合
併
し
、｢

奥
出
雲
町

野
菜
生
産
組
合｣

と
し
て
新
た
に

発
足
し
ま
し
た
。

　
町
内
に
は
、｢

仁
多
特
産
市｣

、

「
よ
こ
た
だ
ん
だ
ん
市
場｣

等
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
産
直
市
場

が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
様

に
は
一
層
の
生
産
拡
大
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
国
営
開
発
農
地
の
活
用

　
昨
年
参
入
さ
れ
た
企
業
四
社
に

お
い
て
は
、
県
の
事
業
導
入
な
ど

に
よ
り
営
農
が
開
始
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
、
今
後
新
た
な
企
業
や
個
人

の
新
規
参
入
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
初
期
投
資
の
軽
減
と
開
発
農
地

で
の
営
農
の
推
進
を
図
る
た
め
、

町
と
し
ま
し
て
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
個
人
、
企
業
に
対
し

て
独
自
に
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
、

早
速
十
七
年
度
に
参
入
さ
れ
た
二

社
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
十
八
年
度
も
同
様
の
支
援
を
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
か
ら
計
画
を
進
め

て
お
り
ま
し
た
、
農
業
生
産
法
人

に
よ
る
大
型
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
栽
培

も
、
十
八
年
度
に
事
業
導
入
の
目

途
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
県
補

助
金
を
措
置
し
雇
用
も
含
め
大
き

な
経
済
効
果
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
社
団
法
人
奥
出
雲
町
農
業
公
社
・

奥
出
雲
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
不
採
算
部
門
を
縮
小
す

る
な
ど
経
営
健
全
化
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
な
が
ら
、
未
利
用
地
の

解
消
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　
前
期
対
策
に
続
い
て
十
七
年
度

か
ら
五
年
間
の
継
続
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
の
制
度
で
は
特
に

将
来
を
見
据
え
た
農
業
生
産
活
動

の
基
盤
整
備
に
重
点
が
お
か
れ
、

取
り
組
み
内
容
に
応
じ
た
段
階
的

交
付
金
に
な
る
な
ど
、
制
度
の
見

直
し
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
町
の
取
り
組
み
と
し
て
は
引
き

続
き
、
百
十
四
の
集
落
協
定
と
十

四
の
個
別
協
定
が
締
結
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

前
期
対
策
に
よ
り
活
発
化
し
た

こ
れ
ら
集
落
営
農
な
ど
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
、
組
織
化
に
よ
る
自

立
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活

動
へ
の
体
制
整
備
に
向
け
、
前
向

き
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
両
地
域
と
も
特
に
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
被
害
が
多
く
、
今
後
も
対

策
を
講
じ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま

す
。林

業
の
振
興

森
林
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
葉
樹
を
主
体
と
し
た
町
行
分
収

造
林
事
業
と
公
社
造
林
事
業
を
推

進
す
る
と
共
に
、
「
斐
伊
川
水
系

水
源
の
森
づ
く
り
事
業
」
等
を
引

き
続
き
実
施
し
、
上
下
流
域
自
治

体
が
一
体
と
な
っ
た
森
林
整
備
も

行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
「
森
林
整
備
地
域

活
動
支
援
交
付
金
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
は
民
有
林
約

六
千
　
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
森
林
づ
く
り
交
付
金

事
業
に
よ
る
間
伐
作
業
道
と
林
業

機
械
整
備
を
図
り
、
間
伐
材
の
効

率
的
な
搬
出
と
利
用
促
進
に
努
め

る
と
共
に
、
「
松
く
い
虫
」
被
害

木
の
伐
倒
駆
除
等
を
目
的
と
し
た

保
全
松
林
健
全
化
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　
山
林
地
籍
調
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
度
は
平
成
十
七
年
度
着

手
分
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
新

規
着
手
分
と
し

て
亀
嵩
地
区
梅

木
原
地
内
国
道

四
三
二
号
線
沿

い
、
横
田
地
区

中
村
地
内
大
規

模
林
道
日
野
金

城
線
沿
い
外
、

三
百
五
十
六
　

を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

観
光
振
興

　
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
が
、
更
に
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
奥
出
雲
観
光
ツ
ア

ー
や
ト
ロ
ッ
コ
列
車
を
活
用
し
た

観
光
企
画
、
大
学
・
高
校
ホ
ッ
ケ

ー
部
の
合
宿
の
誘
致
、
三
井
野
原

ス
キ
ー
客
の
誘
致
等
新
た
な
観
光

施
策
を
打
出
す
と
共
に
交
流
人
口

の
拡
大
や
国
際
交
流
、
都
市
交
流

な
ど
積
極
的
に
推
進
し
、
町
内
各

施
設
の
利
用
客
増
加
を
図
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

施
政
方
針
演
説
を
行
う
岩
田
町
長

▲

▲リフト料金値下により多くのスキーヤーで賑わう三井野原
▲「奥出雲仁多米」は有名百貨店、高級スーパーなどのカタログギフトに掲載されています


